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本格的に動き始めた電子申請への提言！ 
サービスモデルについて実例を紹介！ 

    電子申請実現の近道を事例・技術から紹介する1冊 
 
 
 
 



 

本書の内容  現在、国をはじめ、官公庁はIT革命の大きな渦の中にある。インターネットを利

用した情報公開、ワンストップサービス、電子調達、電子入札、そして電子投票。

政府は2005年までに電子政府を実現させるべく積極的に取り組んでいる。  

電子申請は、e-Japan構想・電子政府の柱であり、従来の紙ベースの申請手続を電

子データとして置き換えることだけでなく、XMLとの連携により電子署名を添付

し、複数の官公庁をまたぐ申請手続も可能とする目的がある。  

本書では、電子申請の実現のために必要なインフラ、アプリケーションや法制度

などの環境整備は何か、メカニズムを紹介し、電子申請が市民生活や企業活動に与

えるインパクトを整理している。また、すでに一部の官公庁にて試験的に導入され

ているモデルケースも例示し、電子申請を実際に業務として行っていくこととなる

有資格者へ役立つ情報も掲載している。  

  

読者対象  ・行政書士、司法書士等の申請手続等のビジネスをしている事業者、有資格者  

・官公庁と取引している企業  

・地方自治体の関係者で主に情報担当、企画担当  

・電子申請でビジネスを検討している企業の方々  
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